
問

沖
縄
県
で
は
二
度
に
渡
る

県
知
事
選
挙
で
、
米
軍
基
地
の
辺

野
古
移
設
反
対
が
明
確
に
し
め
さ

れ
た
。
選
挙
に
お
い
て
示
さ
れ
た

民
意
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
又
、
さ
る
二
月
二
四
日

に
示
さ
れ
た
県
民
投
票
の
結
果
に

対
す
る
市
長
の
見
解
は
。

答

沖
縄
県
知
事
選
挙
に
お
い

て
、
二
度
に
わ
た
り
、
米
軍
普
天

間
飛
行
場
の
辺
野
古
移
設
反
対
を

掲
げ
た
知
事
が
当
選
さ
れ
た
こ
と

は
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
に

反
対
す
る
民
意
の
一
つ
の
表
れ
で

あ
り
、
地
元
の
意
思
を
十
分
に
尊

重
す
る
中
で
、
国
の
責
任
に
お
い

て
適
切
に
対
応
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
考
え
る
。

県
民
投
票
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

「
反
対
」
の
票
が
投
票
資
格
者
総

数
の
四
分
の
一
を
超
え
た
こ
と
は
、

沖
縄
県
民
の
建
設
に
反
対
す
る
思

い
が
表
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

問

馬
毛
島
の
米
軍
空
母
艦
載

機
離
着
陸
訓
練
問
題
は
、
地
元
の

同
意
が
大
切
だ
と
考
え
る
が
、
市

長
の
見
解
は
。

答

馬
毛
島
へ
の
移
転
問
題
は
、

我
が
国
の
安
全
保
障
に
関
わ
る
重

要
な
案
件
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
私
と
し
て
は
、
今
後
、
国
の

責
任
に
お
い
て
、
地
方
へ
の
十
分

な
説
明
を
行
い
、
そ
の
意
向
を
十

分
に
尊
重
し
、
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

所
属
す
る
産
業
観
光
企
業
委
員

会
で
、
鹿
児
島
中
央
駅
東
口
駅
前

広
場
に
、
今
年
の
七
月
か
ら
十
一

月
ま
で
の
五
カ
月
間
の
限
定
で
特

設
観
光
案
内
所
を
設
置
す
る
件
に

つ
い
て
質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。

こ
の
案
内
所
は
、
大
河
ド
ラ
マ

「
西
郷
ど
ん
」
の
放
送
に
あ
わ
せ

て
設
置
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
こ

の
一
年
間
で
約
六
万
九
千
人
の
利

用
が
あ
り
、
ま
さ
に
観
光
客
へ
の

お
も
て
な
し
の
役
割
を
は
た
し
て

き
た
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
今

年
の
二
月
に
、
鹿
児
島
中
央
駅
東

口
を
観
光
客
が
何
か
を
さ
が
し
て

お
ら
れ
、
声
を
か
け
る
と
「
昨
年

鹿
児
島
を
訪
れ
た
際
、
こ
の
案
内

所
は
荷
物
も
預
か
っ
て
く
れ
、
大

変
助
か
っ
た
。
な
く
な
っ
た
の
で

す
か
。
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

来
年
は
国
体
も
鹿
児
島
で
開
催

さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
な

ぜ
限
定
さ
れ
る
の
か
。
少
な
く
と

も
来
年
の
国
体
ま
で
は
、
設
置
を

考
え
る
べ
き
だ
」
と
見
解
を
質
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
当
局
は
、

「
利
用
者
の
状
況
や
意
見
を
勘
案

し
な
が
ら
、
改
め
て
検
討
し
た
い

と
」
い
う
答
弁
で
し
た
。
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３月議会

市
議
会
三
月
定
例
会
は
三
月
二
十
日
、
二
六
七
〇
億
三
三
〇
〇
万
円
の
二
〇
一
九
年
度
一
般

会
計
当
初
予
算
を
含
む
議
案
五
九
件
を
可
決
い
た
し
ま
し
た
。
尚
、
社
民
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
議
団
は
、
大
森
議
員
が
代
表
質
疑
、
中
原
議
員
が
個
人
質
疑
を
行
い
、
当
局
を
質
し
ま
し
た
。

停
留
所

二
六
七
〇
億
円
の
新
年
度
予
算
を
可
決
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辺
野
古
移
設
の
賛
否
を
問
う

沖
縄
県
民
投
票
の
結
果
は
民
意

平
和
の
基
盤
は

民
主
主
義



問

要
支
援
世
帯
へ
の
拡
充
や

安
否
確
認
、
今
後
の
基
本
的
姿
勢

は
。

答

対
象
を
要
支
援
者
へ
拡
大

し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
試
算
は

し
て
い
な
い
。
ま
ず
は
、
申
し
込

み
の
状
況
を
見
守
っ
て
ま
い
り
た

い
。ご

み
出
し
に
お
困
り
の
高
齢
の

方
な
ど
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
実

施
す
る
も
の
で
、
安
否
確
認
ま
で

は
考
え
て
い
な
い
。
事
業
を
実
施

し
て
い
く
中
で
、
課
題
や
問
題
が

生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
解
決
に
取

り
組
み
、
制
度
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

問

桜
島
の
大
正
爆
発
級
の
大

爆
発
が
生
じ
た
時
の
避
難
の
在
り

方
、
避
難
所
の
食
糧
品
の
備
蓄
に

つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
方
と
種

類
や
量
。
備
蓄
の
場
所
は
。
又
、

も
し
適
切
な
場
所
等
が
な
い
と
し

た
ら
、
保
管
す
る
倉
庫
な
ど
を
準

備
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

鹿
児
島
湾
直
下
地
震
に
よ

る
避
難
者
数
を
基
に
、
ア
ル
フ
ァ

米
や
保
存
用
パ
ン
等
、
三
万
七
千

六
〇
〇
人
分
、
仮
設
ト
イ
レ
や
発

電
機
等
、
二
万
二
千
六
〇
〇
人
分

を
備
蓄
し
て
い
る
。
備
蓄
場
所

に
つ
い
て
は
、
七
八
小
学
校
区
ご

と
に
分
散
し
て
行
う
地
域
内
備
蓄

と
し
て
は
、
小
中
学
校
の
資
料
室

や
運
動
場
の
一
部
に
地
域
で
物
資

が
不
足
す
る
場
合
に
補
充
を
行
う

集
中
備
蓄
と
し
て
、
本
庁
や
支
所

の
倉
庫
・
会
議
室
な
ど
に
保
管
し

て
い
る
。
学
校
に
お
け
る
屋
内
運

動
場
を
備
蓄
場
所
と
し
て
い
る

割
合
は
、
四
七
・
三
％
で
、
倉
庫

や
控
室
、
更
衣
室
等
の
一
部
を
使

用
し
て
い
る
。

ま
た
避
難
所
で
あ
る
屋
内
運
動

場
か
ら
距
離
が
あ
る
と
こ
ろ
は
、

今
後
、
場
所
の
変
更
が
で
き
な
い

か
検
討
す
る
。

要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
武
岡
五
丁
目
市
営
住
宅
（
若
駒

町
内
会
）
の
歩
道
の
ガ
ー
ド
パ
イ

プ
破
損
の
補
修
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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家
庭
ゴ
ミ
「
ま
ご
ご
ろ
」
収
集
の
開
始

家
庭
ゴ
ミ
を
排
出
す
る
こ

と
が
困
難
な
高
齢
者
等
に
対

し
、
戸
別
収
集
の
支
援
を
行

う
「
ま
ご
ご
ろ
収
集
」
事
業

が
四
月
よ
り
受
付
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。

対
象
者
は
、
介
護
保
険
法

又
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法

に
基
づ
く
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
お
り
、
ご
み
出
し

が
困
難
な
一
人
暮
ら
し
の
者

で
、
①
要
介
護
認
定
者
（
要

介
護
一
～
五
）
②
知
的
障
害
、

（
Ａ
判
定
精
神
障
害
一
級
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
①
②
だ
け
で
構
成
さ
れ

る
世
帯
も
対
象

利
用
者
の
見
込
み
は
二
〇

〇
～
一
〇
〇
〇
人
、
四
月
受

付
開
始
、
七
月
収
集
開
始
の

予
定
で
す
。
こ
の
事
業
に
つ

い
て
は
、
会
派
と
し
て
要
望

し
て
き
た
案
件
な
の
で
、
実

現
し
た
こ
と
は
良
し
と
し
ま

す
が
、
対
象
者
も
限
定
さ
れ

て
課
題
も
多
い
事
か
ら
、
質

疑
で
取
り
あ
げ
、
制
度
の
充

実
を
図
る
と
の
答
弁
を
ひ
き

だ
し
ま
し
た
。

家
庭
ご
み
の
高
齢
者
等

戸
別
収
集
サ
ー
ビ
ス
と

は

避
難
所
の
備
蓄

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の
補
修

改善前改善後




